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１．研究計画の概要 
これまで下痢性貝毒原因プランクトン

Dinophysis 属の培養は困難であったが、最近
その一部の種の培養が成功し、その解明の糸
口が開けた。本研究では、その培養手法を発
展させ、Dinophysis 属の増殖にかかわる栄養
特性の詳細を明らかにするとともに、異なる
海域から分離培養された Dinophysis 属の種
類、分布海域および培養条件等の違いによる
毒生産能や毒成分の特徴を詳細に調べ、
Dinophysis 属の毒生産や毒組成に関する情
報を得る。これらの成果から、Dinophysis
属の増殖のカギとなる栄養的な要因を解明
するとともに、毒生産や組成に及ぼす地域的、
環境的な要因を明らかにし、緻密で高精度な
下痢性貝毒の監視体制の確立に資する。 
 
２．研究の進捗状況 
(１)Dinophysis属の栄養特性の把握 

Dinophysis属が餌料であるMyrionecta rubra
に対して強い依存性をもち、その葉緑体の起
源 が 単 一 種 の ク リ プ ト 藻 （ Teleaulax 
amphioxeia）であることを我が国の多くの海
域で明らかにするとともに、M. rubra の長期
間の培養と遺伝子解析によって、それら 3 者
の関係が餌生物の葉緑体を利用する機構
（Kleptoplastidy）によって成り立っているこ
とを確認した。当初想定していた M. rubura
以外の未知餌料の発見にはいまだ至ってい
ない。 
(2)Dinophysis 属の毒生産能に及ぼす環境条件
の影響 

室内培養実験での詳細な検討によって、
Dinophysis 属主要種の温度と増殖および毒生
産との関係が解明され、それぞれの指標に対

する適する温度域が判明した。また、増殖と
毒生産能に餌料条件が大きな影響を及ぼす
ことが明らかになった。また、高密度に増殖
すると一部の毒成分は細胞外に活発に排泄
されることが確認された。さらに Dinophysis
属主要種の大量培養が可能となり、それを利
用した標準毒生産技術開発や新規毒の探索
への展開されつつある。また、全国の天然
Dinophysis 属の細胞毒量や毒組成の特徴に関
するデータを蓄積できた。 
３．現在までの達成度 

  ①当初の計画以上に進展している 
（理由）Kleptoplastidy とクリプト藻の葉緑体
に対する強い依存性の確認によって
Dinophysis 属の栄養特性の主要な部分が明
らかにされた点、培養実験によって
Dinophysis 属の主要種の増殖と毒生産に及
ぼす温度や餌料の影響が確認された点、天
然 Dinophysis属の下痢性毒を含めた脂溶性
毒の特徴を明らかにできた点は概ね計画
どおりに進展している。さらに、大量培養
による毒生産の詳細が明らかにされ、それ
を利用した脂溶性毒分析のための標準毒
製造の可能性を示せた点（特許申請内容）
は計画以上の成果であり、総合的に計画以
上の進展と判断される。 

４．今後の研究の推進方策 
 残された期間に、増殖や毒生産に及ぼすい
まだ検討していない環境条件の解明、毒生産
の地域的特性の解明を行うとともに、
Dinophysis 属の未知餌料の探索も継続する。 
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